
　北海道アルバータ酪農科学技術交流協
会の交流事業推進につきまして、日頃
から皆様には格別のご協力、ご支援を
いただき心より厚く御礼申し上げます。
2017年度も関係者の皆様方より多くの
ご協力とご支援をいただきながら事業推
進に努めてまいりました。
　さて、2017年は酪農業界に関係する
重大なニュースがいくつか報じられまし
た。まず、「畜産経営の安定に関する法
律」（畜安法）の一部改正が６月に可決
成立・公布され、昭和41年４月に施行
された加工原料乳生産者補給金等暫定措
置法が廃止されました。これにより、北
海道酪農の発展に大きな役割を果たして
きた乳価の低い加工原料乳に対する生産
者補給金の交付制度が改正畜安法の恒久
的な制度として位置づけられました。加
工原料乳補給金の交付対象が拡大された
ものの、需給調整が想定通りに進むのか、
また、乳価の高い飲用へのシフトが強ま
り、生産者価格の水準が下がるのではな
いか、などの心配の声が聞かれていま
す。さらに指定団体の一元集荷・用途別
多元販売の仕組みが変わるため、全量委
託から部分委託に拡大することにも懸念

が持たれています。今回の改正は、飲用
乳の消費減少と生クリームやチーズ等の
乳製品の需要増加に応じた生産構造を構
築し、酪農の安定的な発展のための環境
整備をすることが目的とされています。
　もう一つの重要なニュースは、日本と
欧州連合（EU）の経済連携協定（EPA）
の交渉妥結、さらにはTPP11（アメリ
カを除く環太平洋経済連携協定）の大筋
合意がありました。これらの貿易協定に
関するニュースは酪農業界においても大
きな関心を集めています。これらの経済
的な影響について政府の試算は示されて
いるものの、わが国の酪農産業にどれほ
どの影響があるか不明な点が多く関係者
の心配は増しております。今後は、さま
ざまな状況の変化に対応できるように新
技術の導入を図り、経営力を強化するこ
とが喫緊の課題となっております。当協
会は、今後もその一助となるように努め
てまいりたいと考えております。
　その一環として、11月にはカナダ・
シーメックス社のパトリック・ブロンデ
ィン博士を招聘して、「カナダにおける
乳牛のゲノム評価とOPU-IVFの現状」
と題する海外農業技術セミナーを開催い

たしました。道外および道内から140名
を超える参加者を得ました。カナダにお
ける最新のゲノム評価技術とそれを活用
するための体外受精技術の現状を紹介い
ただき、出席者から質問が多数出され、
盛会のうちに終えることができました。
　2017年度は従来の「アルバータ大学
夏季研修プログラム」のほかに、「大学
院生留学サポートプログラム」および「海
外農業研修サポートプログラム」を新た
に開始しました。アルバータ大学夏季研
修プログラム（英語研修コース）に２
名、大学院生留学サポートプログラムに
１名、海外農業研修サポートプログラム
に１名の学生を派遣し、無事に終了いた
しました。2018年度も同様のプログラ
ムで学生派遣を行う予定です。
　今日、酪農業界は目まぐるしく変化す
る国際情勢に象徴されるように、新たな
国際競争時代の到来を認識せざるを得な
い状況にありますが、当協会は日本酪農
の持続的な発展に貢献できるように尽力
したいと考えておりますので、今後とも
一層のご支援とご協力を賜りますようよ
ろしくお願い申し上げます。
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会長　谷山　弘行
（学校法人　酪農学園理事長）
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要　旨

　カナダおよび世界において体外受精技術（IVF技術）の利用が

増えている。これは、より良いIVF用の培地および技術の開発、

性選別精液の開発、および最近の農家におけるゲノミック評価の

導入などをみても説明できる。農場のOPUを行う多くの専門家

や大量のIVF操作を行う研究所が、着実で持続可能な方法で、こ

のことを大規模に行うことができるようになるには、まだ多くの

課題が残っている。成功のためには、農場の獣医、実験室の培養

士（胚培養士）、家畜の所有者の間のパートナーシップが必要で

ある。農家は、異なる条件下で、IVFで何ができるのか、あるい

は何ができないのかその限界を理解しなければならない。獣医師

は、見込みのある供卵牛について（IVFの）計画を立てたら農家

の期待を管理しなければならない。培養士は予算内で目的が達成

されることを確認するために、獣医師と農家の円滑なコミュニ

ケーションを維持しなければならない。このような事業計画は壮

大であるが、正しく実施されれば多くの成果が得られる可能性が

ある。本稿では、どのようにすればこれを実現できるか、すべて

の関係者が考慮しなければならないさまざまな側面に重点をおい

て解説する。 

はじめに

　IVF技術は、世界中のさまざまな家畜の遺伝子の取引を現実

のものにする重要な革新の一つである。国際胚移植学会（IETS）

の統計分科会（Perry、2016）によって回収されたデータに基

づいて、1997年から2015年までのウシの体内受精卵および体外

受精卵の生産の推移を示している。体内受精卵の生産は、2006

年に横ばい状態になるまで多くの生産者が使用した重要な技術

であることを明示している。そして、2015年までわずかに減少

しているように見える。その一方で、1990年代後半にはほとん

ど使用されていなかったが、 IVF由来受精卵（IVF受精卵）の生

産は年々増加しており、2015年に生産されたIVF受精卵の数は

600,000個を超え、その年に生産されたすべての受精卵の48％

に相当する。 2015年には、北米でIVF卵の34％の受精卵が生産

された一方で、60％以上が南米で生産されたことに注目するこ

パトリック・ブロンディン博士
カナダ・シーメックス社　生殖研究及び経営部門副責任者

海外農業技術セミナー

カナダにおける乳牛のゲノム評価とOPU−IVFの現状　　　

　パトリック・ブロンディン博士はラバル大学で生理−内分泌学の理
学修士号（1993年）、畜産学の博士号（1997年）を取得し、その後ノー
スカロライナ州立大学で博士研究員としての２年のインターンシップ
を終えた（1999年）。彼はその後Boviteq社に産業調査特別研究員と
して入社し、新しい生殖技術の開発を支援した。ブロンディン博士は
ヒトにおける生殖生物学分野を発展させるために、ヒトIVF（体外受
精）研究所の臨床研究部長に就任した。その後2003年に研究開発部
門の責任者としてBoviteq社（SEMEX）に戻った。
　2014年、ブロンディン博士は胚操作担当の責任者となり、カナ
ダとアメリカのIVF（体外受精）研究所を統括した。2017年、彼は
SEMEX社の生殖研究及び経営部門の副責任者になった。
　ブロンディン博士は学術的に、また公私に渡って、様々な研究プロ
ジェクトの支援を奨励する研究所の多くの科学者と共同研究している。
また、ケベックの生殖研究ネットワークの科学委員会のメンバーであ
る。現在、ラバル大学とモントリオール大学の准教授で、多くの大学
院の若手研究者を共同で指導している。
　1995年以来、国際胚移植学会のメンバーで、2011年１月以来理事
会のメンバーとなった。そして、2015年に会長となり、2016年には
前会長職に就いた。

　2017年11月21日（火）、カナダ・シーメックス社のパトリッ
ク・ブロンディン博士をお招きし、酪農学園大学黒澤記念
講堂にて海外農業技術セミナーを開催いたしました。講演
タイトルは「カナダにおける乳牛のゲノム評価とOPU-IVF
の現状」で、当日は北海道内のみならず、東北、関東、更
には岡山県や高知県から140名を超える酪農・畜産関係者
が参加する盛会となりました。講演後の質疑応答では、フ
ロアから多くの質問がありました。セミナー閉会後も個人
的にブロンディン博士に質問をする出席者の方が後を絶た
ず、この分野への関心の高さを窺うことができました。
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とが重要である。さらに、2008年から2015年の間に北米の生産

者による受精卵の使用が、世界の受精卵生産量のうちの５％から

34％に増えていることを示している。北米がより多くのIVF卵

を生産する一方で、2008年から2015年までの南米におけるIVF

卵の生産割合は87％から62％に減少したことを示している。

　IVF技術は1970年代に発展し、1978年に初めて体外受精児が

生まれた。つづいてウシ（1981）、ブタ（1983）、ヒツジ（1984）

の最初のIVF産子がそれぞれ生まれた。ウシのETビジネスにお

いて、IVF技術はいくつかの理由により活発に利用されている。

第一に、初期のIVF用培養液および技術は導入以来大きく改善し

た。最初のIVFシステムは体細胞の培養法を基本とし、血清添加

と共培養による１段階法（培養液を交換しない方法）であった。

このような初期の方法（今日の培養方法の基盤となった方法）で

生産されたIVF卵は、MOET（過剰排卵誘処置法による受精卵の

生産）で生産された受精卵と異なっていた。その違いは、IVF卵

は多くの脂質を細胞に有していたため色彩が暗く、緩慢凍結法

における耐凍性が低く（Abeら、2002）、内細胞塊（ICM）と

栄養膜細胞が明瞭に識別できなかった。さらに、他の研究では

IVF卵から異常な子牛の誕生が報告されている（AOS；Farinら、

2006）。この分野の研究が進展するにつれて、体内受精卵が発

育する最初の7日間の卵管や子宮の環境の特徴に関する研究に基

づいた完全合成または半合成の培養液がIVFラボで利用されるよ

うになった。これらの新しい培養溶液を用いたことによりIVF卵

の品質は良くなり、緩慢凍結法による凍結融解後の生存性は有意

に向上し、異常子牛の誕生は有意に減少した。耐凍性の向上によ

り体内受精卵と同様にダイレクト法による凍結卵の移植が可能に

なった。この点を考慮に入れることで、IVF卵は体内受精卵と同

じように容易に輸出できるようになった。凍結IVF卵の輸出入は

依然として限定的であるが、国際的なウシの遺伝子需要に対応す

るため民間、大学、政府のどの組織もそれぞれの立場において市

場を開放するために適切に規制を行う機関と協力して実施されて

いる。しかし、IVF技術における一つの懸念は、世界中の商業ビ

ジネスによって使用されるさまざまな（個々に異なる）IVFシス

テム（培養組成と技術）があるということだ。これは、IVFラボ

ごとに受精卵の品質に差があり、受胎率同様、高品質なIVF卵の

有効個数、受精卵の耐凍性にも差が生じる、という結果を生む。

　　　

　IVF技術がET産業でより多く使用されているもう一つの理由

は、IVF技術は性選別精液（Garner and Seidel、2008）と逆ソー

ト（RS）精液（Morottiaら、2014）が使いやすいためである。

酪農家にとって、一回のIVFサイクルで90％以上の雌受精卵を

生産するということは、たとえ受精卵あたりのコストが高くても

IVF技術が魅力的であるということをアピールするという付加価

値を生んでいる。肉牛市場では、雄性選別精液を使用し90％以

上の確率で雄受精卵を生産できる。MOETプログラムでRS精液

を使用することは考えられないのだが、IVFの利点を提供すると、

すべてではないが多くの雄牛にRS精液を使うことができる。し

たがって、生産者は供卵牛と彼らの経営に必要な種雄牛を交配し、

望む性別の受精卵の大部分を生産できる。

　ゲノミックスは、選抜精度の向上、世代間隔の短縮、選抜強度

の増加によって、ウシの遺伝子産業（Shojaei Saadiら、2014）

に変革をもたらした。生産者が彼らの農場で生まれた子牛の新し

い遺伝子から利益を得るための時間的な間隔はより短い。IVF技

術は短期間に多くの受精卵を生産することができるため、農業ビ

ジネスにゲノム情報を利用するための発生工学的手法を提供する

ことが可能である。IVF技術の大きな利点の一つは、40〜60日

以内に従来法（過剰排卵誘処置）では一回の採卵しかできないの

に対して、過剰排卵誘処置による四回のIVFを行うことができる

ことである。したがって、IVF技術を使用すると、期間あたりに

得られる受精卵数が多くなることが大きな利点である。

　IVFプログラムの成功は、受胎頭数で評価されるものであり、

一回の生体卵子吸引（OPU）における受精卵の生産個数で評価

されるものではない。つまり、受精卵の量よりも質が重要なので

ある。したがって、自然現象では体内受精が上手くいくのだが、

それを体外で行うことには大きな課題がある。そして、持続的で

大規模なIVFビジネスを確立しようとすると多くの課題が発生す

る。

商業的なIVFの方向性

　成功するIVFプログラムの計画を単純化してみると、受胎率の

高い高品質のIVF卵を生産するためには取り組むべき三つの側面

がある。第一にIVFのための理想的なドナーの特定、IVFのため

に発生能の高い卵子を採取する供卵牛の同期化と過剰排卵誘処置

を確定することである。残念なことにIVFシステムでは奇跡は起

こらない。最良の結果を得るためには、高品質の卵子を採取して

IVFに使用することが不可欠である。ここでの経験則は「低品質

の卵子からは低品質の受精卵しか採取できない」ということだ。 

卵子の採取前に供卵牛の準備に必要な検査を行わなければ、IVF

で生産される高品質の受精卵の平均個数が大幅に減少する。この

ことについては後段で詳しく述べる。

　第二に、毎週安定的で持続的なIVF技術を樹立するためには、

最高品質の胚盤胞を生産できる最高の品質管理（QC）と培養液

を用いたIVFシステムの確立が必要不可欠である。 「悪魔は細部

に潜む」という言葉は、IVFでは実際に相当によく当てはまる。

IVFでは、卵子をドナーから吸引採取する瞬間から受精卵が受卵

牛に新鮮卵移植するまでまたは凍結するまでを考えると配偶子/

受精卵は体外で９日間培養されていることになる。人工授精によ

るMOETでは、受精卵は体内で受精および培養された後８日後

に回収され、一般に同期化した受卵牛に新鮮卵移植するかまたは

凍結するまでに２〜３時間体外培養される。したがって、IVFに

おける課題は、体内条件を体外で９日間再現し、そして可能な限
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り受精卵へのストレスをなくすことである。多大なる努力がたち

まち無駄になってしまう可能性がある。このことについては、本

稿の後半でさらに詳しく解説する。

　第三に、これらの受精卵で受胎させるためには、受精卵を新鮮

卵または凍結卵を同期した繁殖が正常な受卵牛に移植することが

重要である。この最後の局面は、IVFであれ、MOETであれ変わ

ることはないが、受精卵あたりの費用がIVF卵は高くなる可能性

があるため、IVF受精卵にとってさらに重要である。高い遺伝的

能力牛とより多くの投資により生産される受精卵の場合、このこ

とは先述の二つのことと同様に重要であると思われる。受精卵移

植において正常な繁殖性で正常周期の受卵牛が重要であるが本稿

ではそのことについて言及しないが、いくつかの優れた論文を見

つけることができる（Haslerら、1987・Lonergan、2007）。

IVFのためのドナーの特定と管理

　ウシの品種によって卵胞発育ウェーブが異なり、ウェーブご

との卵子数も大きく異なる。多くのボス・インディカス（Bos 

Indicus）種は、ボス・タウルス（Bos Taurus）種より卵胞数

が有意に多く、OPUあたりの受精卵の生産個数も有意に多いこ

とが良く知られている（Pontesら、2010）。また、同じ品種内

でも、供卵牛の個体によって大きな差がある。 2006年に著者

らは94頭のホルスタイン供卵牛の５年間の成績のなかで、これ

らの供卵牛の90％が能力の低いことを確認している。即ち、こ

れらの供卵牛はFSH処置開始時点で限られた卵胞しかなかった

ため、限られた受精卵しか生産できなかったことを確認してい

る（Durocherら、2006）。この報告は、受精卵移植の実務者は、

このようなタイプの受卵牛とこのような特徴の低反応牛（多数の

卵胞を有するが、過剰排卵誘処置に反応しないウシ）は、卵胞発

育処置法を変更しても移植可能な受精卵の数が増えることがほと

んどないことを認識しなければならないことを示している。超音

波診断技術を用いると、低反応牛は多くの小卵胞が存在するにも

関わらずFSH処置中に卵胞が発育しない様子を観察できる。低

反応の未経産牛や経産牛は潜在的な卵胞数が少なく（少ない二次

卵胞数）、この表現型は繁殖期間を通して変わらないことが報告

されている（Abdullah 2008、Ireland 2011、Mossa 2012）。

これらの研究は、胎子発育中の母親の環境が不十分であるために

二次卵胞数が低いことを示唆している。ここで大切なことは、農

家が自ら所有する供卵牛でIVFを実施する場合にはその農家に対

して慎重に助言しなければならないということである。低反応牛

は、生理学的な限界があるため高品質なIVF卵の生産個数は少な

く、そのためIVF料金は決まった料金体系であるので、受精卵あ

たりの費用は自動的に高くなる。IVFラボが５または25個の卵子

を受精させるとすると、９日間以上の同じ作業であるため料金は

同じであるが、受精卵あたりの料金は前者（５個の卵子）の方が

高くなる。責任あるサービスプロバイダー（技術提供者）として、

これを潜在顧客に伝えて、彼らの期待を管理しなければならない。

　

　卵子の発生能については、多くの文献（Sirard MAら、2006; 

Hussein ら、2006; Moussa ら、2015; Labrecque and 

Sirard、 2014）に豊富に解説されている。それらのすべての報

告において、発生能の低い卵子は、標準的なIVFでは受精卵への

発生能が低いことを指摘している。卵子の発生能力は、たとえば

卵胞サイズ、卵胞閉鎖の程度、卵胞の主要構成子の有無などの

さまざまな生物学的および生理学的因子と関係している。現在

のIVF技術を利用した商業ビジネスは、発生能力のある卵子を受

精させて受精卵を生産することを可能にしている。これらの同じ

システムでは、体外成熟中に発生能を獲得するために必要な分子

シグナルまたは分子を卵子に誘導または伝達することができな

い。したがって、IVFのための発生能の高い卵子を生産するため

の最善の方法で供卵牛を準備することはOPUの専門家に託され

ている。商業的には、同期化および過剰排卵誘処置は、この目的

を達成するために最も使用される方法である。しかし、OPUに

よるIVF卵の生産は過剰排卵誘処置していない供卵牛から可能で

ある。したがって、一長一短である。発生能の高い卵子数の増加

のための既存の薬物を使用した供卵牛の同期化および過剰排卵誘

処置は、高い受精卵の発生率につながるが、受精卵あたりのコス

トは高くなる。または、自然周期を無視して少数の発生能の高

い卵子を生産すると受精卵の発生率は低くなるが受精卵あたり

の生産コストは安くなる。おそらく、ボス・インディカス（Bos 

Indicus）種のような外因性ホルモンなしに自然に多くの卵胞を

産生するウシを所有する農家は、受精卵あたりのコストを可能な

限り低く保ちたいために、供卵牛の同期化および過剰排卵誘処置

は使いたくないと考えるはずである。

　　　

　しかし、自然周期中に中程度の卵胞数を持つウシは、IVFによ

り高品質の受精卵を数多く生産するために同期化および過剰排卵

誘処置を検討したいと考える。しかし、実に多くの専門家が忘れ

てしまう一つの傾向がある。卵子の品質は、結果的に受精卵の品

質に密接に関係する（Sirardら、 2006）。これは、同期化と過剰

排卵誘処置が受精卵の発生率を向上させるだけでなく、耐凍性が

あり高い受胎率の得られる高品質の受精卵を多数生産するという

ことである。このことは、IVFビジネスにおいて非常に重要であ

り、農家が生産した受精卵から受胎を望むためしばしば過小評価

される。農場で顧客と商談する場合、獣医師は多くの受精卵を得

たいという期待があるため最大限に多くの卵子を生産しなければ

ならないというプレッシャーを受ける。しかし、OPU後の卵子

数の多さが、必ずしもIVF後に高品質受精卵の数の多さを意味す

るというわけではないことを農家に伝える必要がある。残念なこ

とに、これが起こると農家はIVFが効果的な技術でないと性急に

誤解する。成功するために、OPUを行う獣医師は、農家に透明

性の高い情報を提供するIVFラボと連携しなければならない！即
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ち最高品質の受精卵を生産することがすべてである。

IVFラボ（laboratory, 実験室）運営を成功させるための戦略と課題

　IVFラボ運営を成功させるための課題は、一週、また一週と持

続的で再現性の高いシステムを確立して卵子や受精卵が受けるス

トレスを管理することである。幸いに卵子と受精卵は、体外培養

中に起こりうるさまざまなストレスに対してかなり抵抗性があ

る。しかし、それには限界もある。胚培養士（embryologist）は、

Laneら（2008）によって丁寧に示された“許容される”スト

レスを認識していなければならない。彼らは、受精卵は実体顕

微鏡下の形態観察では明らかにならない一定のストレスに適応

できるが、受胎率は有意に低下することを示した。他の研究者

は、受精卵が不十分な体外培養条件にどのように影響され、その

影響は胎子発育中または出生時にしか見られないことを示して

いる（Sinclair 1999; Zander 2006）。成功するためにモニター

されなければならないIVFのすべての項目を詳しく述べることは

非常に難しいが、ここでは考えなければならない重要点を示す。

OPUと卵子検索中の時間とコンディションは体外成熟する高品

質な配偶子（gamete）の生産に非常に重要である。不適切な

OPUポンプまたは技術のために起こるOPU中の卵丘細胞の剥離

は、卵子の品質に影響する可能性がある。卵丘細胞が少ないか、

ほとんどない卵丘細胞−卵子複合体（COC）は、体外成熟培養

下で成熟せず、受精卵がほとんど発生しないことが示されている

（Wardら、2000）。

　さらに、卵子は温度変化に対して非常に敏感である。卵子は約

30℃の培養液で吸引しなければならない（Gordon、2004）。最

後に卵子は温かいプレート（ホットプレート）上ですばやく検索

しなければならない。インキュベーターのように制御されていな

い環境に卵子が曝される時間が長くなればなるほど、不必要なス

トレスが生じるリスクが高くなる。受精卵にも同じことが言える。

培養液は、卵管および子宮の環境を再現する理想的な状態が維持

できるように開発されているため、卵子が受けるストレスを最小

限に抑えることができる（Laneら、2008）。受精卵の操作およ

び培養中は温度、浸透圧およびpHを維持することが重要である。

大気中では移植用液へのpH緩衝剤の添加が強く推奨される。さ

まざまなタイプの培養器があり、適切なものを選択することが重

要である。もっとも一般的な細胞培養のために開発された培養器

はより安価で多くのディッシュを用いて培養することができ、ま

た多くのブランドの物が利用できる。

　しかし、実験室のスペースをより多く必要とすること、内部の

ガス組成の調整が困難であること（停滞=精度が低い）、停電の

場合に備えて長時間のバックアップを取ることが難しいこと、低

O2条件でガスを多く消費すること、大気および温度条件が、ド

アを開けた際に気相と温度の回復に長時間を要することが欠点と

して挙げられる。最近のベンチトップ型（実験台に設置できるタ

イプ）培養器は、温度と気相条件の回復時間が短く、スペースが

少なくて済み、調整不要の３種の混合ガス（マルチガスインキュ

ベーター）、２日間の自動バッテリー内蔵、陽圧（バイオセキュ

リティーの向上）、温度とガス流量のリアルタイム記録、問題発

生時のアラームと電子メール通知が可能である、などの利点があ

る。このような装置の欠点は、培養器あたりの収納可能なディッ

シュの数が少なく、高価であり、チャンバーが小さいために問題

が生じた場合には「バッファ」（緩衝できる余裕）がないことで

ある。移植または凍結する前に受精卵を評価するための最善の

ツールを持つことも重要である。従来の実体顕微鏡は、多くの胚

培養士にとって十分であると思えるかもしれない。しかし、適切

な倍率および最高の光学品質を有する実体顕微鏡が不可欠であ

る。胚盤胞の品質は、受精卵の生産数よりも重要である。受精卵

の品質、細胞の質感および形態の微妙な変化を発見することは、

IVFシステムを改善するため、または生産過程の中で起こる問題

を検出するために不可欠である。IVFラボの空気の品質も非常に

重要である。IVFラボでは陽圧のHEPAろ過は最善である。しか

し、毒性化合物（VOC）は除去されない。

　Mertonら（2007）は、炭素活性化フィルターを用いたガス

ろ過がウシIVF卵の受胎率を向上させることを示した。しかし、

このことよりも卵子/受精卵の「体外での生命」の99.5％以上が

培養器内にあることを覚えておく必要がある。高品質のガスが重

要であるが、このようなガスの品質はミニインキュベーターでも

十分に得られる。VOCレベルが極めて低い高純度のガスも利用

可能である。注意：医療用ガスのグレードは純度の高さを意味す

るものではない。IVFラボで使用される消耗品やガラス製品にも

注意すべきである。ある種のプラスチックが配偶子や受精卵に有

毒であることが多く報告されている。グレード１（Milli-Q PF）

の水のみを使用してすべてのIVF培養液を調整すべきであり、技

術者は厳格な保守管理スケジュールを実行しなければならない。

可能であれば、最高品質の試薬のみを使用すべきである（可能で

あれば組換え型および合成型）。 BSA（牛血清アルブミン）や

FBS（牛胎児血清）、ホルモンなどの生物由来の成分は、IVFに

使用する前に検査する必要がある。受精卵を培養する場合、オイ

ルで覆うことは水分の蒸発を制限し、浸透圧の変動を制限し、培

養器からディッシュを取り出す際に重要となる。使用するオイル

の種類は非常に重要であり、おそらくIVFで最も危険を伴う。ヒ

トIVFで使用可能な製品など広範囲に渡って検査されたオイルを

使用することが推奨される。全体として、品質管理（QC）は非

常に時間がかかる可能性があるが、同時に平均的なIVFラボと高

品質なIVFサービスを提供するラボの違いを意味している。
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結　論

　われわれの業界において、IVF技術はますます普及している生

殖補助技術であることは明らかである。この技術を世界中の農家

が利用できるようにするには、獣医師と胚培養士の継続的な関係

が必須である。農家が自身の農場および経営において何を達成し

たいのか理解することが重要である。この分野の専門家としての

責務は、農家が彼らの経営のために達成したいことに対して生殖

補助技術が何であるか正確で適切な助言を行うことである。 IVF

か、MOETか？過剰排卵誘処置か、自然発情か？通常精液か、

性選別精液か、逆ソート精液か？ゲノミクスか？農家が経営を発

展させるのを援助するためには、これらすべてを考慮する必要が

ある。さらに、農家の期待に応えたい場合は、各技術の限界と可

能性を理解することが重要である。これは非常に重要なことであ

るのだが、一方で一部の農家は技術がもたらすことができる以上

の期待を持っている。このようなことは、農家、獣医師、または

IVFラボにとって有益でない。農家がIVF技術の利用を決意する

時、それは即ち供卵牛ごとの必要事項を決定するために獣医師と

IVFラボとのパートナーシップに農家が参加することを意味して

いる。「IVFが簡単だ」と言う人はいない。したがって、もし農

家や獣医師が受精卵生産の技術を検討する際に、限られた時間し

かなく努力できないならIVFは考えるべきでなくMOETを利用

すべきである。しかし、十分な時間があり努力できるのであれば、

IVFは非常に価値がある。
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　2018年度のオールズカレッジへの派遣が先方の都合により中止となったことに伴い、留学先がアル
バータ大学に変更となりました。2017年11月24日（金）に筆記試験（一般教養、作文、性格検査）、
11月27日（月）に面接試験を行い、提出された書類（TOEICのスコア等）も含めて総合的に判断し、
一名の派遣が決定しました。留学が決まった永谷万里菜さん（酪農学園大学４年生）は、４月下旬に
カナダに渡り、５月からアルバータ大学で授業を受けることになっています。
　出発を前に、2018年３月８日（木）に出発式を行いました。派遣留学生の永谷さんは、谷山会長か
ら激励の挨拶を受けたあと、英語で留学の抱負を述べ、奨学金を授与されました。また、会の最後に
は金子常任理事からも激励の言葉をいただきました。
　約１年間の留学の様子は、当協会ホームページに随時掲載する予定です。この留学が永谷さんにとって実り多いものとなることをお
祈りします。

農食環境学群　循環農学類　　永谷万里菜
　私が留学に期待することは大きく分けて三つあります。まず一つ目は自分の知らない生活や文化に触れることです。
私は日本の文化が好きです。しかし、日本の文化や日本の良さをもっと知るためには一度日本から出て生活をして、
外から見た日本はどう見えているのか、日本人の良いところ・悪いところを自分で感じたいと思っています。また、
カナダで生活することによって、カナダの文化や生活、動物、環境に対しての意識等、興味のあること、知りたいこ
とはたくさんあります。留学することで新しい友達を作ることも目標の一つです。言語の違う場所で生活することに
より、自分の視野を広げ、新たな発見を得られるのではないかと期待しています。

　二つ目は経験を得られることです。私は、将来は実家に帰り、酪農業を継ごうと考えています。酪農という仕事は海外との関係が深
い仕事だと感じます。将来、自分の生産したものを消費者の方に直接届けたり、海外から買い付けたものを自分で調べたいと思った時
にカナダで英語を学んだ経験は自分の自信と大切なツールになるのではないかと期待しています。
　三つ目は自分の成長です。人が変われる大きな要因の一つは環境であると本で読んだことがあります。私は色々なことに興味があり
ますが、いつも英語の壁にぶつかります。英語は日本でも学ぶことはできると思います。でも、自分を追い込むためにも思い切ってカ
ナダという土地で学んでみたいと思いました。また、英語だけでなく価値観についてもカナダで得られるものがあるのではないかと考
えています。
　私の父もカナダで生活していたのですが、小さいころからカナダでの生活が一番思い出深いと聞いていました。一番辛かったけれど
一番楽しく、最も自分に影響を与えてくれた時間だったと聞いていて、私も酪農業を継ぐ前にカナダで生活をすることによって、スキ
ルアップができ、自分自身の成長のきっかけになると期待しています。

アルバータ州派遣留学
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佐藤貢・雪印乳業─酪農学園・アルバータ大学奨学金
　2017年度は従来の「カナダ　アルバータ大学夏季研修プログラム」に加え、新たに「大学院生留学サ
ポートプログラム」、「海外農業研修サポートプログラム」がスタートしました。アルバータ大学夏季研
修プログラム（英語研修コース）に２名、大学院生留学サポートプログラムに１名、海外農業研修サポー
トプログラムに１名の計４名の学生が選ばれ、派遣されました。
　2017年８月３日（木）に行われた奨学金授与式では、派遣学生それぞれが留学の抱負を英語でスピー
チし、谷山会長から奨学金証明書が授与されました。
　４名は８月下旬から９月下旬の約一か月間、それぞれの地で学習、研究、実習に励みました。４名の報告書を紹介いたします。

佐藤貢・雪印乳業−酪農学園・アルバータ大学奨学金

・カナダ　アルバータ大学夏季研修プログラム（ファームステイコース・英語研修コース）
　期間は約４週間。応募学生の中からTOEICスコア上位５名に対し、20万円の奨学金を支援。

・大学院生留学サポートプログラム
　北米地域の協定機関に受け入れを認められた大学院生１名に対し、30万円の奨学金を支援。

・海外農業研修サポートプログラム
　協定機関、受入農家、農業研修を紹介する外部機関を通じ、カナダでの農業研修が認められた学生に対し、20万円の奨学金を支援。

アルバータ大学・短期集中英語研修	 農食環境学群　循環農学類２年　　長谷川千夏
　私は正直カナダに行くまで４週間も生活できるか不安だった。英語はコンプレックスだと自覚していたし、TOEICは絶
望的なスコアだった。しかし、実際に行ってみると思っていたよりもなんとか生活でき、英語力の向上はもちろん、多く
のことを吸収した。特に多くのマイノリティが認められ、互いを尊重している環境は私が日本で感じていた違和感を取り
除いた理想の環境だった。それはもちろん人間だけでなく、自然や動物たちにまで配慮が前提に考えられていた。もちろ
ん私が見たのはたった４週間の滞在で見えた景色であり、ほんの一面かもしれない。しかし、日本人に不足している余裕
をカナダ人は持っている気がした。コンプレックスである英会話力を上達させたくて参加を決めたこのプログラムだった
が、少し上達した英会話力と新しい価値観を持って帰ってきたと感じている。私は今後、このプログラムで得たものを最
大限に活かし、人生を歩みたい。

アルバータ大学・短期集中英語研修	 獣医学群　獣医学類３年　　𠮷岡　美帆
　私は今回初めて海外に１ヶ月間滞在し、文化や土地の違い、英語を使って他国の人と会話ができる喜びなどを実感しま
した。
　カナダでの留学を終えて、少し英語に対して抵抗感が無くなり、英語で話す機会をもっと積極的に作っていきたいなと
思えるようになりました。１ヶ月間という短い間ではありましたが、その間にカナダと日本の文化の違い、気候や語学に
ついて、多くのことを経験できました。これからも英語の勉強を継続し、将来海外で役立つことが出来るようになりたい
と思います。

大学院生留学サポートプログラム	 大学院　酪農学研究科　２年　　佐藤　　駿
　私はこの約１か月の間に様々な経験をすることができました。特に体外受精に関しては、自分の技術が海外の大学の技
術に負けていないのだと確認することができ自信を持つことができました。農場での作業も同様で、研究室で培った技術
や知識を役立てることができましたが、語学力が課題となりました。農場で牛を追い込むときなどは、当然ですがコミュ
ニケーションが必須となり、自分の持つ技術や知識を十二分に発揮するためにも必要です。伝えたくてもなかなか相手に
伝わらないことが数多くありました。今後は専門知識だけではなく、英会話力も磨いていきたいです。卒業後はこの１か
月の経験を生かしていきたいと思います。
　最後になりますが、今回サスカチュワン大学で短期研修するにあたりまして、数多くの方々に助けていただきました。
手助けしていただいたすべての方々に心より感謝申し上げます。

海外農業研修サポートプログラム	 農食環境学群　食と健康学類３年　　石山　幹大
　私は2017年８月24日から９月22日にかけてカナダのアルバータ州に農業実習に行ってきました。ホストファミリーは、
EdieとBill夫妻、そして孫娘のTrinityの３人と犬２匹猫５匹ハムスター１匹の大家族でした。家はとても大きく、家の中
でカフェも経営していて仕事を手伝ったりしていました。また、私のほかにドイツ人３人と韓国人１人も来ていてとても
賑やかでした。特にドイツ人のMaxは好青年で、私の拙い英語を何度もほかの人に英語で通訳してくれてとても助けても
らいました。私は日本でも農家でアルバイトをしていますが驚くほどたくさんの作物を収穫しました。全て挙げると、シー
バックソーン・チョークチェリー・サンドチェリー・エヴァンスチェリー・リンゴ・にんにく・トマト・ゴールデンビート・レッ
ドビート・豆類・にんじん・玉ねぎ・コリアンダー・ズッキーニ類・きゅうり・かぼちゃ類・じゃがいも・唐辛子類などです。
　今回の実習はあっという間に過ぎていきました。実習という観点で見ると農家さんと仕事中に一緒にいることが少なく、
直接学んだ事は多くはなかったかもしれませんが、日本では栽培されていない作物を収穫したり、新しい友人ができたり、
楽しいこともたくさんあったので、前向きに捉えてこの先の大学生活を送ろうと思います。

［研修レポート］
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誠にありがとうございました。
感謝を持ってご報告申し上げます。（順不同・敬称略）

長井　信之、泉澤　章彦、田守　義博、加藤　寛治、
安田　　元、近　　雅宜、杉浦　　真、青野　芳樹、
小松原昇一、矢田　一則、加藤　源祐、千葉　喜好、
相澤　　親、五十嵐広司、永谷　芳晴、伊藤　　智、
宿田　成宏、池田　未佳、小野　信次　　（以上19件）

（社）北海道酪農協会
北海道ホルスタイン農業協同組合
（株）町村農場
雪印種苗（株）
雪印メグミルク（株）
（公財）酪農学園後援会
学校法人　酪農学園　　　　　　　　　　（以上７件）

2018年３月９日現在

アルバータ州政府在日事務所　研究サポート費　80,000円
ご協力に心より感謝申し上げます。
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2017年度　北海道アルバータ酪農科学技術交流協会役員名簿（2017年６月28日現在）

総会
　2017年６月28日（水）に、酪農
学園大学本館において第45回定期
総会（2017年度）を開催し、20名
の会員の方々にご出席いただきまし
た。定期総会では、谷山会長のあい
さつの後、北海道農政部農政課主幹
（政策企画）鈴木昭弘様、カナダ・
アルバータ州政府在日事務所商務官梅本香織様より来賓あいさつをいただきま
した。続いて、事務局長から出席者の紹介を行い、以下の議案が承認されました。

第１号議案　2016（平成28）年度事業報告ならびに収支決算、監査報告について
第２号議案　2017（平成29）年度事業計画（案）ならびに収支予算案について
第３号議案　役員の改選について

　定期総会に引き続き、派遣研修生報告会を行いました。2016年度アルバー
タ大学夏季研修プログラム（佐藤貢・雪印乳業−酪農学園・アルバータ大学奨
学金）には７名の学生が派遣
されましたが、当日は７名を
代表して天野真衣さん（獣医
学群獣医学類３年）、間所千
晶さん（獣医学群獣医学類２
年）が留学報告を行いました。

役　職 氏 名 所 属 備 考
名誉会長 高橋はるみ 北海道 知事
顧 問 小野塚修一 北海道 農政部長
会 長 谷山　弘行 学校法人酪農学園 理事長

副 会 長
久保　　孝 雪印種苗株式会社 常務取締役
町村　　均 株式会社町村農場 代表取締役
佐藤　　泉 学校法人酪農学園 監事

常任理事 金子　正美 酪農学園大学　エクステンションセンター 所長

理 事

池浦　靖夫 雪印メグミルク株式会社 酪農総合研究所所長
山口　哲朗 北海道ホルスタイン農業協同組合 代表理事 組合長
山本　　隆 日本酪農青年研究連盟 委員長
菅沼　英二 酪農学園大学 名誉教授
安宅　一夫 酪農学園大学 名誉教授
仙北富志和 学校法人酪農学園 学園長
近　　雅宜 学校法人酪農学園 常務理事
竹花　一成 酪農学園大学 学長
髙橋　　茂 酪農学園大学 元教授
樋口　豪紀 酪農学園大学　獣医学群獣医学類 教授
萩原　克郎 酪農学園大学　エクステンションセンター 次長（国際交流）

監 事 永田　　享 公益財団法人酪農学園後援会 常務理事
米山　　洋 雪印種苗株式会社 財務課長

参 与

倉田　幹也 雪印メグミルク株式会社 北海道副本部長
小山　久一 酪農学園大学同窓会校友会 会長
黒澤　敬三 酪農学園大学短期大学部同窓会 会長
及川　　伸 酪農学園大学　獣医学群 学群長
中辻　浩喜 酪農学園大学　農食環境学群循環農学類 学類長
竹田　保之 酪農学園大学　農食環境学群食と健康学類 学類長
佐藤　喜和 酪農学園大学　農食環境学群環境共生学類 学類長
山下　和人 酪農学園大学　獣医学群獣医学類 学類長
北澤多喜雄 酪農学園大学　獣医学群獣医保健看護学類 学類長

事務局長 堂地　　修 酪農学園大学　農食環境学群 学群長
退任　北海道　前農政部長　土屋　俊亮　　　　　　　　　　　　　　　　　退任　酪農学園大学 エクステンションセンター前所長　髙橋　俊彦
退任　酪農学園大学　短期大学部同窓会　前会長　堀内　信良　　　　　　　退任　酪農学園大学　農食環境学群循環農学類　前学類長　髙橋　圭二
退任　酪農学園大学　農食環境学群環境共生学類　前学類長　吉田　剛司　　退任　酪農学園大学　農食環境学群　前学群長　荒木　和秋


